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〔皮膚の良性腫瘍〕
Epidermolytic acanthoma

松本光博



〔SUmmary〕epidermolyticacanthomaは,組織学的に穎粒変性を呈する発疹が限局性

（isolatedepidermolyticacanthoma)，あるいは播種'性（disseminatedepidermolytic

acanthoma）に生ずる後天性皮層腫傷である。

本症の組織学的所見としては穎粒変性が高度であり，かつ他の皮膚疾患を考えさせ

る所見がないことである。特に，“incidentalfindingsofepidermolytichyperker・

atosis”との鑑別が重要となる。

本稿では,IEAおよびＤＥＡの本邦報告例を集録し,本疾患の特徴につき考察した。
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isolatedepidermolyticacanthomaの名称で報

告した。以後,本邦でも１０数例が報告されてい

る2)~'3）（表１）◎一方，１９７３年，Hirone＆

Fukushirol4)は肩，胸，背，上腕に穎粒変性の

像を呈する丘疹が多発した症例をdisseminat‐

edepidermolyticacanthomaの名称で報告し

た。このようにIEAの報告と，ＤＥＡの報告と

の間に３年間の歳月があったため，本邦では，

本来ＤＥＡと考えたほうがよいと思われる症例

もＩＥＡとして報告されているものもあ

り15)~19),Ｉそれは特にこの３年間に集中してい

る。それらの症例もＤＥＡとして扱うと，ＤＥＡ

と考えられる報告例は１３例であった14)~25）（表

２)。

良性表皮腫傷

Epidermolyticacanthoma

epidermolyticacanthomaは，組織学的に穎

粒変性の像を呈する丘疹が，単発あるいは多発

する疾患であり，単数あるいは数個までの皮疹

が限局して認められる場合をisolatedepider‐

molyticacanthoma（以下ＩＥＡと略す）と呼

び，多発する場合をdisseminatedePider‐

molyticacanthoma（以下ＤＥＡと略す）と呼

んでいる。本症の診断には組織学的検索が不可

欠であるためか，その報告例は少なく，臨床像

についても十分な検討がなされていないのが現

状である。本稿では，おもに本邦報告例を集録

し，その特徴につき考察するとともに，他の穎

粒変性をきたす疾患との関係についても若干の

考察を加えた。
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1970年，Shapiro＆Baraf1)は組織学的に穎

粒変性の像を呈する皮疹が体の一部に限局して

出現した７例（６例は単発，１例は多発）を

1．歴史

は じめに
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科学教室

１１．臨床像

１．皮疹の形態

ＩＥＡ,ＤＥＡとも多くは肩平隆起性丘疹であ

り，ときに半球状を呈するとされている。色は，

多くは，常色ないしは褐色調を呈することが多

い。発疹の大きさはおおむね米粒大である。発

疹の性状としては，洗賛状皮疹と表現されてい

るものが多く，ＤＥＡでは清水ら25)は，その臨床
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